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実　施　報　告　書

【実施内容】

受 講 生

（１）受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプロ
グラムを留意、工夫した点
１）本事業を毎年受けることを可能にさせる事と例年参加希望者が多いために、実験を4つに分けた。4
つの実験の内やりたい実験について、あらかじめ受講生に希望をとることにより去年来た受講生が同じ
実験にあたらないようにした。本年度は前年度に希望のあったカイコの解剖の実験を加えた。
２）受講生に実験の面白さを伝えるために、１つの実験あたり1人以上の実験補助者を付けた。午前と午
後で実験を行うことにより、余裕を持ちながら実験を行い実験補助者が受講生と対話する時間を増やし
た。
３）実験内容については、すべて予備実験を行い、スムーズに受講生が自主的に実験を行うようにした。
４）テキストを事前に受講生に送付し、実験に対する予習を行ってもらった。
５）カイコの幼虫や繭は、カイコの専門家である(財）蚕業技術研究所の竹村先生よりご供与していただい
た。

（２）当日のスケジュール
9時～9時30分：実験説明
9時30分～12時：実験
12時～13時：昼食
13時～15時：実験
15時～16時：休憩
16時～17時：実験のまとめと未来博士号授与

（３）実施の様子
9時から実験の説明を行った。その後、4つの班に分かれて実験を昼まで行った。
昼食後、午前中に行った実験を引き続き行った。
i) カイコの解剖を行い、絹糸線からDNAを抽出した
ii) 麹からタンパク質を抽出し、酵素活性を測定した。
ii)植物からDNAを抽出し、PCRにより遺伝子を増幅した。
iii)カラムクロマトフラフイーによりタンパク質の精製を行った。
未来博士号の授与式を行った後、5時に解散した。

（４）事務局との協力体制
実験補助者の学生と教官がテキストの作成、封筒の宛名書き、名札の作成、写真の送付、
未来博士号修了証書の作成、休憩の際のお菓子とお茶の手配、実験を行うための教室の準備、予備実
験を行った。農学部の事務については,郵便物の送付と会計処理を行ってもらった。
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（５）広報体制
近隣中学校・高校へ案内チラシを送付した。

（６）安全体制
保険をかけると同時に、実験補助者1人あたり、4～5人の受講生の指導をさせた。

（７）今後の発展性、課題
１）生物・化学系の実験の場合、安全性と実験に対する丁寧な指導を行うことを考えると、少人数で行う
ことが大切であった。昆虫を用いた実験が人気があったため、来年は昆虫についての実験内容を増や
す。
２）高校生を主な対象としたので、遺伝子や蛋白質についての詳しい話ができたので今後もそうしたい。
３）中高生の実験指導を通じて大学院生や教官が自分の実験の意義を考える上で、本事業を行うことは
重要であり、研究成果を社会に発信するためにも毎年続けることが特に重要である。
４）今回も早くに募集人数を越えてしまった。実際に２０人以上断った。今年参加を断った受講生に対して
来年優先的に受講させることや来年も実験に参加したい希望者が多いので、来年も本事業をぜひ行い
たい。
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